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コーポレートガバナンス・コード策定に伴って重要度が高まる“投資家との建設的対話”に関して、

経営・事業の中長期の方向性や考え方など重要な「非財務情報」を継続的に発信し、

中長期での運用を考えて頂いている投資家層からの関心・理解を高めたい。

16年 5月： 15年度決算及び16年度業績予想を発表

16年10月： 次期中期経営計画のアウトラインを発信

17年 4月： 次期中期経営計画の全容を正式発表

５年後を想定した事業の方向性、戦略と事業領域別の売上規模、

全体利益感を発信

はじめに

本日の位置づけ１

2 今後の予定
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人・社会にとって
Delightな未来を考える

社会価値イノベーション

人・社会のための新しい価値創造

価値を実現する技術
価値を提供する事業

人・社会 人・社会のための
価値創造
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Technology

Business

課題解決型デジタルカンパニー

B2B

製造 一般オフィス

商業印刷医療

製造

商業印刷医療

介護 産業印刷

Social

Business

B2B2 Person

ビジネス・トランスフォーム

One 
Konica MinoltaTRANSFORM

施設管理

Business Units

一般オフィス
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Cyber
（Digital）

KM - サイバーフィジカルシステム

Physical
（Analog）

実画像
アナログ
物理量

Cyber

physical

制御／可視化

Cloud

Edge

判断

Input

見えないモノの
デジタルツイン化

Output

バーティカル・ワーク
フロー・ソリューション

リアルタイム・エッジ
コンピューティング

Processing

学習保存

分析／予測デジタルデータ

データの
インテリジェンス化

顧客価値

安心 ・ 安全性
効率 ・ 自動化
予測 ・ 最適化
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サービス（MPM）

プロダクション
プリンティング

モダリティ
＋
ITサービス

付加価値型事業への方向性（一覧）

機能材料

産業用光学
システム

ヘルスケア

商業・産業
印刷

オフィス
サービス

計測機器

光学コンポ

商業印刷ワークフロー

TACフィルム

新規フィルム

オフィスプリンティング

サービス
(MIT/MCS)

状態監視
(行動解析)

病院内ワークフロー

ケアサポート

5年後の事業像現事業 高付加価値化

創薬・治験支援

車載ｺﾝﾎﾟ／移動体運転ｼｽﾃﾑ

計測機器

デジタルマニファクチャリング

ｾｷｭﾘﾃｨ／ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

商業印刷付加価値サービス

産業印刷

デジタルマーケティング

素材

TACフィルム

高機能フィルム／OLED

デジタルワークフローサービス

スマートワークプレイス

オフィスプリンティング

高付加価値X線

プライマリケア/地域包括医療

現事業

Predictive
Maintenance
（予知保全）デジタルマーケティング
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オフィスサービス領域



オフィスサービスの市場規模

MCS

1兆円

50兆円

13兆円

10兆円

Office
Printing

50兆円+α

BPS
- Smart Workplace
- Business Analytics
- Deep Learning
- etc

MIT
５０兆円
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Managed-IT ｻｰﾋﾞｽ

MFP / OPS
（ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ周辺の
ﾜｰｸﾌﾛｰ改革）

オフィスサービス領域の事業方向性

デジタルワークフローStep1 Step2 解析による価値深化＋ドメイン拡大統合による価値拡大Step2

MCS
(Managed Content 

Services)

Co-CreationCloud
Solutions

コラボレーションナビ

Value Creation Tools

Project Management

意思決定支援

Data Science

AI / Deep Learning

モバイルワーク

Virtual Presence

AR / VR

オフィス生産性向上

IoT, Robotics

BYOD, Security

Data Collection

Analytics

IoT / M2M

Security

Mobile Support

Cloud Connectivity

Eco System for New Work Style

KM Core
Technologies

Partner
Solutions

MFP as an Office
Services Platform

Edge Computing
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ITサービス事業の買収により確立
(All Covered, Raber+Märcker, 

Serians, ECM 系SI業者等) 



CPSで実現するスマート・ワークプレイス

Value

Cyber

physical

Output

Process

Input

オフィス内の構造化／

非構造化データ（データ・画像）

人の動き、オフィス環境

コラボレーション

セキュアな通信インフラ

遠隔での仕事支援

健康管理

働き方分析

企業内データ解析

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ自動化

経営・意思決定支援

新しい働き方支援

デジタルワークフロー
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

FY15 FY20

オフィス

プリンティング

サービス (MIT＋MCS)

スマートワークプレイス

デジタルワークフローサービス

オフィス

プリンティング

(億円)
売上高：7,500億円売上高：6,350億円

FY15 FY20

2020年度 目指す姿 - オフィスサービス領域 -
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商業・産業印刷領域



商業・産業印刷の市場規模

デジタル化率

2.7％
ラベル ：11％

パッケージ：1％
テキスタイル：4％

デジタル化率

3.5％
北米：7％

欧州：12％
その他：1％

39兆円

1.4
兆円Office

Printing

商業印刷
（ユーザースペンディングベース）

10兆円

52兆円
産業印刷

ラベル印刷

４兆円

パッケージ印刷

28兆円

テキスタイル印刷

20兆円
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商業・産業印刷領域の事業方向性

デジタルとリアルの融合したマーケティングサービス

商業印刷に対する付加価値サービス（CPS)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ印刷ｺﾝﾄﾛｰﾗ
&ﾜｰｸﾌﾛｰ

デジタル印刷機器

デジタルマーケティング
サービス

MPM（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾘﾝﾄ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ)

CharterHouse、Indicia買収等で
実現

産業印刷領域（ラベル、パッケージ他）の本格的展開

クラウド型

色管理サービス

データ解析による価値

例)ポストプレス、納期デリ

バリー等を最適化した

ジョブスケジューリング

アナログ印刷機含めた

全体ワークフロー最適化
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(LPP/MPP向け）印刷機

KM-1 (HPP向け)

産業印刷領域の事業方向性

ラベル パッケージ その他オフセットトランスフォーム

ラベル印刷機

KM-C

インクジェット方式

電子写真方式

2016上市

加飾印刷Jet Varnish

テキスタイル普及加速

3Ｄ印刷
Jet Varnish 3DW

Meteor(MPP向け)

自社開発製品

MGI製品

MGI追加出資で確立
MGI追加出資で確立

MGI追加出資で確立
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デジタルとリアルの融合したマーケティングサービス

 デザイン

 カラーマネージメント

 マルチ・クロスメディア運用

 デジタル・アセット・マネジメント

 アプリ製作

 印刷物・業務コンサルテーション

 販促物調達

 POS

 ダイレクトメール

 販促什器

 パッケージ

 マーケティング企画

 Webマーケティング

 データマネジメント

 データ解析・セグメンテーション

 マーケティング・オートメション

 IoT

販促物調達支援

販促物の領域拡大（紙以外も）

販促物の

コンテンツ作成領域へ

販促企画・立案支援へ

Charterhouse, Ergo買収

マーケティング・プロキュアメント マーケティング・プロダクション マーケティング・ソリューション

Indicia買収, ネットイヤーグループ出資
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2020年度 目指す姿 - 商業・産業印刷領域 -

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

FY15 FY20

プロダクション

プリンティング

サービス（MPM）

産業印刷

デジタルマーケティング

(億円)

IJ

商業印刷

付加価値サービス

FY15 FY20

売上高：3,600億円売上高：2,400億円
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ヘルスケア領域



DR-CR-超音波

医療IT

創薬、治験支援領域

●蛍光ナノ粒子 HSTT
世界初分子イメージング病理

● SPFS
(蛍光粒子活用）による短時間心筋梗塞検査

ヘルスケア領域の事業方向性

●次世代X線診断装置
タルボロー(世界初軟骨描写)

● X線動態解析
肺等の動的、
血流機能等の分析

高付加価値X線領域

病院ワークフロー変革
(PACS,RIS,電子カルテ,
保険請求統合型)

VIZTEK買収で確立

•AI活用による読影サービス
•最適診断推定

プライマリケアの
高度化

病院グループ/ネットワークの
インターオペラビリティ

患者中心の医療情報
蓄積、共有

診療回数従量制課金
●

●

●

●

●

介護
介護施設総合ｻｰﾋﾞｽ

●
●

●

●

●

在宅医療

地域包括医療

保険請求
処理代行

介護施設
需要平準化

夜間対応

看取支援
介護活動ガイダンス

バイタルセンシング

ケアサポート領域

情報連携

情報連携

技
術

サービス

現在の事業
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Value

Cyber

physical

Output

Process

Input

患者のプロファイル

モダリティ撮影データ

過去の診断画像、電子カルテ

AI読影サービス、診断支援

AIによる読影、診断推定（オートメーション化）

ワークフローの見える化（病院、クリニック、在宅、看護）

統合型ワークフロー変革

真の患者中心の診断

診断、医療の質向上

病院グループ

ネットワーク

20

プライマリーケアの高度化サービス



Value

Cyber

physical

Output

Process

Input

（起床、離床、転倒、歩行）患者の行動

（ケア時間、居所）スタッフの行動

（呼吸、体温、血圧）生体情報

介護経営支援サービス

在宅医療支援サービス

ワークフローの見える化（病院、クリニック、在宅、介護）

経営データ解析（ベッド状況、患者回転、人員、スキル）

ビジネスプロセス自動化（保険請求）

介護ｻｰﾋﾞｽの質向上

在宅医療の促進

介護ケアサポート

ケアサポート領域
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2020年度 目指す姿 - ヘルスケア領域 -
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モダリティ

＋

ITサービス

高付加価値X線

(億円)

プライマリケア／

地域包括治療

創薬・治験支援

売上高：1,700億円売上高：850億円

FY15 FY20
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産業用光学システム領域



デジタルマニュファクチャリング事業の方向性

ウェアラブル
デバイス
によるピッキング・
組立作業の
ワークフロー改善

需要予測に基づく
生産の最適化

機器状態のリモート管理を
消耗品交換・トラブル対応に活用

自動機（倉庫・物流・組立）の導入
による効率化

CAD/CAE, シミュレーション,          
3Dプリンタなどを活用した設計・
生産立ち上げの迅速化

3Dプリンタ
によるオンデマンドなパーツ等の
製作、デリバリー

ユーザー

商談/
受注

経営コックピット＞生産ナビゲーション
による状況の可視化・共有により、一体・迅速な
判断・取り組みを醸成

データ管理・共有

・・・自社IP

商品
企画

設計/
試作

払出/
受入

出荷/
物流

アフター
サービス

ドキュメント
ソリューション
による図面・
工程/設備データ・
マニュアルなどの
閲覧・管理

レーザー
レーダー
による作組現場の
モニタリング・
ワークフロー改善

タルボロー
による高度非破壊検査

組立

サーマルカメラ可
視カメラ
による行動解析

サプライヤとの品質 データ・
在庫状況の 共有による
サプライチェーン高度化

サプライヤ

品質
検査

外観(画像処理)検査
による目視検査の自動化
（効率化・ミス防止）

Radiant買収で確立
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デジタルマニュファクチャリング

Value

Cyber

physical

Output

Process

Input

当社製外観検査装置、Laser Radar等

他社機器、顧客、IoTデータ等

品質不良防止工程制御、
工程設計・製品設計

サプライヤ、顧客連動による
SCM・サービス管理

品質不良原因、回避法解析

オペレータ行動、需要在庫予測

ｾﾝｻｰ・ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理

品質向上

ロス費用の撲滅

リードタイム短縮

カラー、光情報の見える化

信頼性高い色管理

データー共有

Laser Radar
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状態監視領域



状態監視領域の事業方向性

ﾊｲｾｷｭﾘﾃｨ/ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

ガス漏洩検知

製造・物流ワークフロー改革商業店舗売上向上

病院・介護・福祉サービス向上 移動体自動運転支援

適用可能なバーティカル領域における価値

あらゆるIP機器・センサ

ビデオマネジメント

システム

大容量データを処理・分析・記録
・高圧縮技術
・各種解析機能

ネットワーク上のどこからでも
映像情報・分析結果に

アクセス可

映像/データ統合プラットフォーム

VMS

Laser Radar

4Kカメラ

PTZカメラ

FIRカメラ

フェンスセンサ

モニタ

警報機器

スマートフォン

タブレット

ノートPC

TV会議システム

MFP

サイネージ

センサーフュージョン
ワイヤレス接続

インターネット接続

モボカメラ

Mobotix買収で確立
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ハイセキュリティ

Value

Cyber

physical

デジタルワークフロー

（レーザー・赤外・可視画像等）

センサーフュージョン

社会の安心安全

ワークフローの改善

自動化による高効率化

画像処理

環境情報フィルタリング

行動解析／物体判別

Output

Process

Input

業務の効率化／最適化
／意思決定支援

（駆けつけの要・不要を見分ける）

ハイセキュリティ

人や物の動き

環境の変化

human
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コンポStep1 Step2 システム・ソリューションStep2

車載ｺﾝﾎﾟ/移動体運転ｼｽﾃﾑ領域の事業方向性

Laser Radar

センサー

カメラ 車載用光学ユニット・部品

ヘッドアップディスプレイ用

車載カメラ用

ヘッドライト用

安全運転支援

プロジェクター用光学ユニット

カメラ用光学ユニット

ピックアップレンズ

DSCレンズ

光学設計

光通信

医療用ルーペ

移動体

光学コンポ

ユニット
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2020年度 目指す姿 - 産業用光学システム領域 -
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光学コンポ

車載コンポ／

移動体運転システム

(億円)

計測機器
計測機器

デジタルマニュファクチャリング

セキュリティ／

モニタリングシステム

売上高：1,200億円売上高：600億円

FY15 FY20
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機能材料領域



高機能フィルム/OLED領域の事業方向性

ディスプレイ分野
モバイル用偏光サングラス対応フィルム

有機ELディスプレイ用反射防止フィルム

OLEDならではの照明市場の創出

モバイル／IoT分野への高機能フィルム

32

サイネージ

フレキシブルセンサー

フレキシブル
デバイス

OLED＋センサー



素材事業

3Dプリンタ材料

産業印刷インク

ディスプレイ領域

ヘルスケア領域

産業領域

素材事業への参入

事業資産

分子設計技術

素材生産技術

粒子成形技術

写真フィルム

電子写真(トナー)

有機EL素材

フィルム添加剤

医薬中間体

医薬原薬
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2020年度 目指す姿 – 機能材料領域 -
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(億円)

TACフィルム
TACフィルム

高機能フィルム／OLED

素材

売上高：1,000億円売上高：600億円

FY15 FY20

34



Predictive Maintenance（予知保全）



Predictive Maintenance（予知保全）

機器稼動情報、故障時情報発信

メーターリーディング

データ収集Step1 Step2 データの意味づけ・予知によるサービス効率化Step2

全世界で数百万台の出力機器が稼働 出力機器以外のデータも含めたIoTの実践

マシン稼働環境情報（場所・温度・湿度）

稼動履歴、季節変動、他の機器の情報

他社
機器

環境
情報

 トナー自動発送

 サービス最適配置

 AI（Deep Learning)による機器故障予
知、自動ダウン回避、予知保全

36

 将来の顧客ニーズ洞察



2020年度 目指す姿 – 事業構成 -

売上高： 1.08 兆円

2015年度

売上高： 1.5 兆円

2020年度

オフィスサービス
商業・産業
印刷

ヘルスケア

産業用光学
システム

機能
材料

オフィスサービス

商業・産業
印刷

ヘルスケア

産業用光学
システム

機能
材料

連結： 6.8%

FY15 → 20 年平均伸長率

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

機能材料

商業・産業印刷

オフィスサービス

産業用光学システム

ヘルスケア
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2020年度 目指す姿 - 事業トランスフォーメーション -

高付加価値型

サービス事業

周辺事業拡張

（デジタルワークフロー強化） 既存事業
既存事業

周辺事業拡張

（ITサービス事業中心）

2015年度 2020年度

1.5 兆円

（8）~ 10 %営業利益率

売上高2020 年度

目標

38



Appendix
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Value

Cyber

physical

Output

Process

Input

自動化による

生産性向上と品質安定化

デジタル印刷機

デジタルワークフロー

プリンティングサービス

商業印刷付加価値ｻｰﾋﾞｽ（色管理/機器管理/MIS連携）

・色計測センサーデータ、設備の稼働履歴

・注文情報、全印刷機器稼働情報、

後加工機（ポストプレス機器）

稼働状況、デリバリースケジュール

・画像較正制御ユニット(ICCU)

による補正情報

・印刷機器の最適稼動制御

・作成された製作スケジュールに

合わせた印刷機器制御情報

・印刷色と基準色の差分解析(ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ)

・（ポストプレス工程、デリバリーを最適にする）
印刷ジョブ最適割付と製作スケジューリング

40



超高齢化社会の到来と生産人口の減少に対し、
介護従事者の行動解析と高齢者のバイタル情報活用により、介護ワークフローの変革を支援

・業務効率を30％向上し介護人員配置比率を
2.5:1→3:1に削減
※効果測定結果：介護士歩数：10％減、ムダな駆付：59％減、ケア時間：19％減

・削減介護人員で新たに1施設運営することで、
年間3億円超の収入増
※入居費:2億150万円、介護保険(自己負担):1360万円、(公金)1億2300万円

・訴訟賠償額のリスク低減：1500万円／1件
※大手介護事業者VOCより

伝達ロス

記録転記
のムダ

ケアサポート概要（介護領域）

KMが提案するシステムと導入効果(CVP)

・業務効率を上げ、介護スタッフ配置比率を下げたい
・スタッフ数を確保し、入居者数をUpさせたい
・事故発生時の業務負担や運営リスクを低減したい

定常業務における非効率 非定常業務の負荷

家族への
説明

転倒事故時

訴訟
リスク

行動検知

Input Processing Output

センサーBOX
スマートフォン

睡眠解析

VMS

介護現場からバックヤードまでの高齢者行動（バイタル、ケア記録、ケア管理情報）の
全てを掌握し、現場分析に基づいた情報処理提供にて、これまでにないアクティブケアを実現し、
KMのみがトータルに介護ワークフローを変革できる。

・「駆けつけ」「情報記録共有」の介護ワークフローを変革
・「アクティブケア」の実現による介護の高品質化
・「睡眠解析」による疾病リスク軽減
・「事故ドラレコ」による訴訟リスク軽減

KMが勝てる
理由

ムダな
駆け付け

現状のお困り事（例：介護施設）

介護施設約70施設へのヒアリングを通じて
真の顧客価値を抽出

注）国内で設立したコニカミノルタジャパン(株)において、ケアサポートサービスを情報機器チャネルを活用して事業化開始 41



42

本資料で記載されている業績予想及び将来予想は、現時点における
事業環境に基づき当社が判断した予想であり、今後の事業環境により
実際の業績が異なる場合があることをご承知おき下さい。

本資料におきましては、四捨五入による億円単位で表示しております。

 本資料の記載情報

 将来見通しに係わる記述についての注意事項
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